「その 作家の 日常の 生活が、 そのまま 作品に も あらわ 

れて 居ります。 ごまかそう たって、 それ は 出来ません _ 

生活 以上の 作品 は 書け ません。 ふやけた 生活 をして い 

て、 いい 作品 を 書こう たって、 それ は 無理です。 

どうやら 『文人』 の 仲間入り 出来る ようにな つたの 

が、 そんなに 嬉しい のかね。 宗匠 頭巾 を かぶって、 『ど 

ぅも此 頃の 青年 はテニ ヲハの 使用が 滅 茶で 恐れ入り や 

す。』 など は、 げろが 出そう だ。 どうやら 『先生』 と 言 

われる ようになつ たのが、 そんなに 嬉しい のかね。 

八卦 見 だって、 先生と 言われて います。 どうやら、 世 

の 中から 名士の 扱い を 受けて、 映画の 試写 やら 相撲の 
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